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    平成２３年度平成２３年度平成２３年度平成２３年度自然体験事業自然体験事業自然体験事業自然体験事業    

１１１１    自然体験事業一覧自然体験事業一覧自然体験事業一覧自然体験事業一覧    

平成２３年度は、一般の子どもや大人を対象とした自然体験事業を１１回

計画し、そのうち天候などの影響で２つの事業を中止しました。自然環境保

全に関する人材育成のための継続した自然環境教育事業である「森の子コレ

ンジャー」の活動は１０回実施しました。また、公立学校の生徒や教員、保

護者等を対象とした講演を 8 回実施しました。 

一般向けの自然体験事業の目的は、自然が持つ魅力を発見し自然を好きに

なるきっかけを与えることです。環境教育は環境問題を解決するための教育

ですが、そのためにはまず“問題を知る”ことが必要ではなく、自然のもつ

素晴らしさに気づき“自然を好きになること”が重要だと考えます。そのた

めの第一歩として、自然を好きになるきっかけを与える場を提供しています。 

継続した人材育成事業である「森の子コレンジャー」の目的は、「自然愛

や郷土愛を持った人材が育つこと」です。子どもの頃に体験した原体験が、

その後の自然観や人生観を形成する手助けとなるだけではなく、地域が持つ

多くの“宝”を守り、次世代へ伝えていく役割を担う人材を育てます。学年

も学校も違う子どもたちが、身近な自然の中で共に学び合い、自然や文化そ

して仲間を知ることで見えてくる多くの宝を、大切にする心を育み、守るた

めに必要な行動を学びます。 

講演活動の目的は、多くの人に郷土の恵みの森づくり事業や森林レンジャ

ーの活動、そしてあきる野の素晴らしい自然や環境教育の重要性を普及啓発

することです。環境教育は、多くの方の理解や協力があればより良い活動が

行えます。また、多くの人が自然を愛し身近な人に自然の持つ魅力や重要性

を伝えていけば、環境問題を解決する行動につながっていくのではないでし

ょうか。こうした、講演活動も重要な自然環境教育の一部です。 
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単発の自然体験事業 

 
実施日 事 業 名 対 象 参加者数 

１ 6 月 2１日 
ふれあいウォーク２１ 

（健康課主催） 
大人 ８０ 

２ 
7 月 2６日 

～27 日 
みどり体験交流事業 

小学４年生 

～６年生 
３０ 

３ ９月１6 日 
昭島市立拝島第二 

小学校養沢林間学校 
小学５年生 ６４ 

４ １０月１６日 
キャンピングカー 

フェスティバル 
家族 ３０ 

５ １０月２９日 
新宿の森植樹イベント 

（農林課主催） 

新宿区民と 

あきる野市民 

１４０ 

（市民５8） 

６ 
11 月 1２日 

  ～１３日 

あきる野市産業祭 

「どんぐり笛作り」  
だれでも １５２ 

７ 11 月 2６日 竹林整備と竹で遊ぼう 
文京区の小学生と

保護者 
－（中止） 

８  １２月３日 里山遊びをしよう 
小学３年生以上と

保護者 

２２ 

（内保護者１０） 

９ １２月１７日       
エ コ プ ロ ダ ク ツ ２ ０ １ １ 

クロモジで菓子楊枝作り 
だれでも 

２５ 

（１５日～１７日の

観覧者は２０２９） 

10 2 月 25 日 協働の昔道を歩く 大人の市民 —（中止） 

11 ３月１７日 里山たんけんだ！ 
小学生 

（保護者参加可） 

１６ 

（内保護者５） 

人 数 合 計 ５５９ 
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人材育成事業「森の子コレンジャー」 

 
実施日 事 業 名 参加者数 

１ ５月１５日 始動式 １８ 

２ 7 月 2２日 夜の森をのぞいてみよう １７ 

３ ９月１０日 森の地図作り １３ 

４ １０月２９日 
新宿の森植樹イベント 

（農林課主催） 
１４ 

５ １１月６日 間伐体験 １８ 

６ 
11 月 1２日 

  ～１３日 

あきる野市産業祭 

「どんぐり笛作り」 の先生 
１９ 

７ 1 月５日 新年会 １３ 

８  １月２２日 巨木と出会う １４ 

９ ２月１２日       
環境活動コンテスト 

「アースワーカーズ」発表 
２    

1０ ３月１１日 終了式 １８ 

のべ人数 １４６ 
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講演 

 
実施日 事 業 名 時 間 対 象 参加者数 

１ ４月２０日 五日市高校「地球環境」学習 
１０：００－ 

１１：００ 
第２学年 １３２ 

２ ６月１４日 寿大学市民講座 
１３：００－ 

１４：００ 

市内在住者 

（６０歳以上） 
１２０ 

３ ８月２２日 市内中学理科教員研修 
１３：４５－ 

１４：４５ 
理科教員 １５ 

４ ９月１５日 市内幼稚園保護者 
１１：２０－ 

１１：５０ 
保護者 １８０ 

５ ９月２２日 市内幼稚園教員 
１８：００－ 

１９：００ 
幼稚園教員 ６０ 

６ 1０月 1２日 昭島市立拝島第二小学校 
１３：３０－ 

１６：００ 
教員 １５ 

７ 1０月１４日 南秋留小学校 
１４：３０－ 

１５：３０ 
教員と保護者 ２５ 

８  １２月８日 あきる野の自然について 
１３：００－ 

１３：３０ 
ロータリークラブ ４０ 

 ５８７ 

 

事  業 人  数 

単発の自然体験事業 ５５９ 

森の子コレンジャー １４６ 

講演 ５８７ 

総人数（のべ人数含む）  １２９２ 
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２２２２    事業内容詳細事業内容詳細事業内容詳細事業内容詳細    

（１）（１）（１）（１）    一般向けの自然体験事業一般向けの自然体験事業一般向けの自然体験事業一般向けの自然体験事業    

① ふれあいウォーク２１（健康課主催） 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② みどり体験交流事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日時 6 月 21 日１１：１５－１２：１５ 

対  象 市内在住者 

場  所 深沢「山抱きの大カシ」 

参加者数 ８０名 

目  的 協働で整備した道を歩き、健康増進を図るとともに、地域の

資源を紹介する。 

内  容 深沢地区の方と協働で整備した大カシまでの道を歩き、参加

者に山抱きの大カシを紹介した。 

実施日時 ７月 2６日１０：００－27 日１６：００ 

対  象 東京都内の小学４～６年生 

場  所 戸倉、小宮地区 

参加者数 ３０名 

目  的 地域と協働による森づくりを通して 

社会全体で森を大切にする心を養う 

内  容 小宮小学校の体育館に１泊し、城山登山やアンマ釣りなどの

郷土の自然遊びを体験した。軍道地区の方の協力の下、アジ

サイの植樹を行うなど郷土の森づくりにも参加した。 
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③ 昭島市立拝島第二小学校養沢林間学校 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ キャンピングカーフェスティバル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日時 ９月１６日９：００－１２：４５ 

対  象 ５年生 

場  所 養沢地区 横根道 

参加者数 ６４名 

目  的 地域と協働で復活させた昔道を歩き 

森と人が共に生きてきたことを学ぶ 

内  容 昔の人が生活道として利用していた昔道を歩き、馬頭観音、

山の神様などの歴史や文化に触れながら森歩きを楽しんだ。 

実施日時 １０月１６日７：００－８：００ 

対  象 家族応募者 

場  所 サマーランド敷地内の森 

参加者数 ３０名 

目  的 あきる野の森を歩く気持ちよさを感じてもらう 

内  容 朝の散歩として、サマーランド敷地内の森を案内した。 
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⑤ 新宿の森植樹イベント（農林課主催） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 産業祭 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日時 １０月２９日９：００－１３：３０ 

対  象 新宿区民とあきる野市民 

場  所 戸倉地区伝名沢の市有林 

参加者数 １４０名 

目  的 植樹サポート 

内  容 伝名沢にある新宿の森の植樹サポートを行った。植樹の後、 

地域の方が用意してくれたお昼を頂き、お囃子演奏など楽し

んだ。 

実施日時 １１月１２—１３日１０：００－１６：００ 

対  象 だれでも 

場  所 都立秋留台公園 

参加者数 １５２名 

目  的 あきる野の自然・郷土の恵みの森づくり・森林レンジャーの 

活動紹介とコレンジャーによる「どんぐり笛作り」 

内  容 展示レクチャーやあきる野の自然の紹介を行い、どんぐり笛

作りを行った。コレンジャーは笛作りの先生や宣伝を行い、

人に伝える楽しみを学んだ。 
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⑦ 竹林整備と竹で遊ぼう！（環境ネットワーク・文京共催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 里山遊びをしよう（冬） 

  

 

実施日時 １１月２６日１０：００－１５：００ 

対  象 小学生 

場  所 菅生若宮子ども体験の森と市の竹林 

参加者数 —（定員に達しなかったため中止） 

目  的 里山遊びと竹林整備をした竹で工作し、遊ぶ 

内  容 森に親しむ遊びを行い、荒れた竹林を整備して切った竹で弓

矢などの遊び道具を作る、という内容だったが中止となった。 

実施日時 １２月３日９：００－１３：００ 

対  象 小学３年生以上と保護者 

場  所 菅生交流会館 

参加者数 ２２名（内子ども１２名） 

目  的 里山遊びとわら細工作りを通して里山に目を向ける 

内  容 森に親しむ遊びを予定していたが、雨天のためわら細工作り

のみの実施となった。地元のわら細工名人の指導の下、親子

の共同作業でカメを作成した。 
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⑨ エコプロダクツ２０１１ 

  

 

⑩ 協働の昔道を歩く 

 

実施日時 １２月１５－１７日９：００－１８：００ 

対  象 だれでも 

場  所 東京ビッグサイト 

参加者数 ２５名（ワークショップ）２０２９名（３日間総観覧者数） 

目  的 あきる野市の取り組み紹介とクロモジで菓子楊枝作り 

内  容 あきる野市で取り組んでいる郷土の恵みの森づくりを紹介す

ると共に、森林レンジャーの活動紹介を行った。また、クロ

モジで菓子楊枝作りワークショップを行った。 

実施日時 ２月２５日９：００－１５：００ 

対  象 市内の大人 

場  所 武蔵五日市駅—深沢大カシー養沢横根道—瀬音の湯 

参加者数 —（雨天のため中止） 

目  的 地域と協働で復活させた昔道を歩き 

恵みの森づくりに参加してもらう 

内  容 協働の道が深沢—養沢でつながった。その道を歩き、郷土の

恵みの森づくりの理解を深める予定だったが中止となった。 
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⑪ 里山たんけんだ！ 

  

 

  

実施日時 ３月１７日１０：００－１５：００ 

対  象 小学生（保護者の参加可） 

場  所 菅生若宮子ども体験の森と菅生交流会館 

参加者数 １６名（内保護者５名） 

目  的 森遊びの楽しさを感じてもらう 

内  容 午前中は里山たんけんを行った。冬眠から目覚めているかも

しれない川の生き物を探し、けものが使っている“けもの道”

を歩き、森のスライダーやブランコで遊んだ。午後は竹工作

で、虫やおみくじなど独創的な作品を作る子が多かった。 
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（２）人材育成事業（２）人材育成事業（２）人材育成事業（２）人材育成事業「森の子コレンジャー」「森の子コレンジャー」「森の子コレンジャー」「森の子コレンジャー」    

    ① 始動式 

   

 

    ② 夜の森をのぞいてみよう 

  

 

実施日時 ５月１５日８：１５－１７：００ 

場  所 菅生若宮子ども体験の森と周辺の谷津田 

参加者数 １８名 

テ ー マ 始動式と谷津田の生き物調査 

内  容 認定証を受け取った後は、自分の名札を作り初任務として植

樹を行った。谷津田の生き物調査のため森に入ったが、アオ

ダイショウに出会うなど他にも多くの発見があった。 

実施日時 ７月２２日１５：００－２１：００ 

場  所 菅生外周北尾根と市有地 

参加者数 １７名 

テ ー マ 夜の森を感じ、夜の生き物を知る 

内  容 野生動物の痕跡について学んだ後、設置しておいたセンサー

カメラを回収しホンドタヌキの映像が確認できた。ライトト

ラップに集まった小さな虫たちから、甲虫だけではなく全て

の生き物も大切な命だというような、命のつながりを学んだ。 
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    ③ 森の地図作り 

   

 

    ④ 新宿の森植樹イベント 

  

 

実施日時 ９月１０日９：００－１６：４０ 

場  所 菅生地区の市有林 

参加者数 １３名 

テ ー マ ヒノキの森の地図作り 

内  容 森を知るための方法の一つ「地図作り」。自分たちの目線だけ

ではなく上から見た地図を作る。メジャーで測り縮尺し、コ

ンパスで正確な一本の木の位置を出す。完成した地図を見て、 

「木が密集している所、少ない所がわかる」「多い所は切って

少ない所には植えるのがいい」といった声が上がった。 

実施日時 １０月２９日９：３０－１３：３０ 

場  所 戸倉地区伝名沢の市有林 

参加者数 １４名 

テ ー マ 新宿区との友好の植樹をサポートする 

内  容 新宿区民の方と交流しながら、コレンジャーとして植樹をサ

ポートした。 
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    ⑤ 間伐体験 

   

 

    ⑥ 産業祭 

  

 

実施日時 １１月６日８：３０－１７：００ 

場  所 菅生地区の市有林 

参加者数 １８名 

テ ー マ 森の地図を基に間伐をする 

内  容 間伐する木を決め、レンジャー指示の下コレンジャーが木に

ノコギリを入れていく。ツルを残しみんなで引っ張り倒す。

倒した後は、２Ｍ間隔で玉切りし年輪をそれぞれ数えた。ふ

りかえりでは、木を切ることも必要、そして切った木を利用

することが必要だということを話し合った。 

実施日時 １１月１２－１３日１０：００－１６：００ 

場  所 都立秋留台公園 

参加者数 １９名 

テ ー マ どんぐり笛作りの先生 

内  容 会場でのどんぐり笛作りのブースの宣伝と、来場者にどんぐ

り笛作りを教える任務を果たした。 
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    ⑦ 新年会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ⑧ 巨木と出会う 

  

実施日時 １月５日１０：００－１５：００ 

場  所 菅生交流会館と菅生若宮子ども体験の森 

参加者数 １３名 

テ ー マ １年の振り返りと新年会 

内  容 これまでの活動の振り返りを行い、多くは、ヘビに触ったこ

とと間伐体験が印象に残っていたので、その時の感想や学ん

だことを振り返りシートに記入してもらった。その後は年初

めの森歩きを行い、おしるこをみんなで食べて解散となった。 

実施日時 １月２２日８：３０－１７：３０ 

場  所 落合、養沢地区 

参加者数 １４名 

テ ー マ 地域と協働で復活した昔道や巨木に出会い 

森と人が共に生きてきたことを学ぶ 

内  容 雪上アニマルトラッキングを学びながら、冬の森を歩いた。 

歴史や文化のある昔道を行き、巨木にも出会った。自分たち

の住んでいるまちに残る自然や文化を守り伝えていくことを

感じた。 
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    ⑨ 環境活動コンテスト発表 

   

 

⑩ 終了式 

   

 

実施日時 ２月１２日９：３０－１６：００ 

場  所 国分寺市立いずみホール 

参加者数 ２名 

テ ー マ 森の子コレンジャーの活動紹介 

内  容 １月の新年会で、コレンジャーが書いた振り返りシートを基

に、コレンジャー活動の紹介を行った。 

実施日時 ３月１１日８：３０－１７：００ 

場  所 ふるさと工房－長岳尾根－石原沢—小宮小学校 

参加者数 １８名 

テ ー マ 終了式 

内  容 終了式では臼井市長より、あきる野の自然・文化の守り人に

なってほしいと話があった。その後力を合わせてバームクー

ヘンを作った。午後は、一期生最後の山歩きを行い、次年度

活動拠点となる小宮小学校で終了となった。 
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 92  

 

 

 



 93  
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３３３３    まとめまとめまとめまとめ 

  平成２３度実施した自然体験事業では、総人数（のべ人数含む）    

１２９２名に参加していただき、多くの人にあきる野に残る素晴らしい自

然を紹介し、体験してもらうことができました。 

  参加者からは、「自然に参加者同士が友だちになる」「知らなかった地域

の自然の中で普段できない体験ができる」「地域の人とのふれあいが楽しい」

「自然の素晴らしさを再発見した」といった声や印象をうけました。 

特に、人材育成事業「森の子コレンジャー」では、「地域の自然を理解す

る」「好きなことに夢中になれる」「仲間になれる」「責任感が生まれる」「自

分を出せる」「思いっきり遊べる」など、1 年間で変化し成長していく子ど

も達を見ることができました。 

コレンジャーの活動は、地域に残る豊かな自然の中で、集まった参加者

同士が触れ合い同じ時を過ごします。その中で、人との関係を育み、個性

を見つけ、仲間になっていきました。自然の中での他者との関わりは、自

然が多様であること、自然がつながりを持っていることなどを感じるので、

自分や他者の個性を認めることができるのです。自然と自分との関わりは、

自ら体験し自然から学び取ったことは鮮明に心に残るので、子どもの時に

発見できなかったことも、思い出した時に自然との関わり方を見つめ直す

ことができるのです。常に変化していく自然から学ぶ子ども達は、きっと

変化していく環境でも自分らしい生き方ができると信じています。 

来年度のコレンジャーの活動は森づくりに挑戦します。地域の自然を学

び、野生動物と人が利用できる森を目指し、共に変化していきたいと思い

ます。 

平成 24 年度は、小宮ふるさと自然体験学校が開校します。この体験学

校で、森林レンジャーが２年間で積み上げてきた経験や調査データを活か

したプログラムを実施していくと共に、市内の小学生の自然体験学習のサ

ポートをしていくなどの環境教育を推進していきます。多くの市民そして、

あきる野を訪れる人に自然の持つ魅力を再発見してもらう場を提供し、自

然と人との関わりを見つめ直す場づくりをしていきます。 

環境教育は、すぐに成果があらわれるものではありません。10 年後、  

２０年後を見据えた取り組みであり、多くの恵みを得られる森を守る“人”

を育てていきます。 

 

 

 

 


